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アジア・太平洋研究センター主催講演会
日　時：2018 年 6 月 22 日（金）
場　所：R棟 2階　多文化交流ラウンジ（STELLA）
テーマ：プラナカンの誕生：海峡植民地ペナンの華人と政治参加
報告者：篠崎　香織（北九州市立大学外国語学部教授）
　本講演会は，国際センターによる外国文化紹介イベント「東南アジアweek」の一
環として，多文化交流ラウンジ（STELLA）を会場とし，篠崎香織氏が 2017 年に九
州大学出版会から上梓されたマレーシア研究の単著，『プラナカンの誕生：海峡植民
地ペナンの華人と政治参加』の内容を中心に行われた。「プラナカン（peranakan）」
とは一般に，中国からの移民と地元マレー人との子孫を指す語であるとされるが，近
年の研究ではこれとは異なるとらえ方もなされつつある。このことを踏まえて，同書
では，19 世紀末から 20 世紀初めにかけて，イギリス領海峡植民地下で自由貿易港と
して発展するペナン島を拠点とする華人たちが，清朝から中華民国に移行する中国の
政治にも積極的に参加することで越境の安全を確保しようとした過程が分析されてい
る。以下は講演の概要である。
1．マレーシアの概要とその評価：国民統合の「劣等生」？
　初めにマレーシアの歴史を概観する。今日の半島部マレーシアではイギリスによっ
て 1826 年にペナン，シンガポール，マラッカからなる海峡植民地が成立し，20 世紀
初頭までに英領マラヤと英領ボルネオが発足した。その後，1942 年から 45 年までの
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日本による軍政を経て，1957 年に半島部がマラヤ連邦として独立した。そして，
1963 年に「半島部」，ボルネオ島の「サラワク」，「サバ」，「シンガポール」からなる
マレーシアが結成された。その後，1965 年にシンガポールが分離独立している。
　マレーシア政府は 1990 年代末頃から，観光キャンペーンとして “Malaysia,Truly
Asia” というキャッチフレーズを掲げており，「マレーシアに来ればアジアがわかる。
多民族・多文化性こそがマレーシアの個性」であると強調するようになった。その
キャッチフレーズとともに民族衣装をまとった 5人の女性の写真がポスターなどでし
ばしば利用されているが，彼女たちは，イバン人（サラワク），インド人，マレー人，
華人，カダザン人（サバ）である。これら 5つの集団性は，「意思決定の場に代表者
を送る資格をもつ枠組み」（山本，2006）でもある。半島部には民族政党として，マ
レー人政党，華人政党，インド人政党が存在し，1955 年から連立与党を形成してき
た。
　しかし，これらの政党に対しては，マレーシア国民としての意識が低く，民族の利
益を優先しがちであるとして，特に 1980 年代から 2000 年代の初め頃までは「国家分
裂の危機を常に内包している」といった否定的な評価が多かった。民族の意識が強い
のは，華人やインド人といった移民がマレー人のホスト社会に同化しなかったからで
あり，特に華人がホスト社会に同化しなかった要因として，20 世紀初頭の中国ナショ
ナリズムの影響があるという見方が先行研究では強かった。
　そうした中国ナショナリズムの影響の 1つとされたのが華人商業会議所である。出
身地域や方言ごとに分かれていた華人社会が清朝政府の動員のもと，統合した結果と
して位置づけられてきた。華人としての意識を持ち，独自の文化を持ち，ホスト社会
に「同化しない華人」は，冷戦期には東南アジア共通の問題となった。原住民系の政
治家やアメリカなど西側諸国は「華人を通じて中国から革命が輸出される」として，
危険視，問題視していた。そして，1980 年代以降は，国民統合が未だ完成しない「劣
等生」であることがマレーシアの問題として認識されるようになった。このような情
勢に対して，マレーシアのあり方を肯定的にとらえられないか，という問題意識をも
とに，20 世紀初頭の華人社会の検討を行った。
2．プラナカンの捉えなおし：東南アジア華僑華人研究の批判的検討
　“peranakan” という言葉は，マレー語で「子ども」を意味する “anak” の派生語で
ある。プラナカンは東南アジア島嶼部のマレー語圏において，外部の血統を持ち，現
地で生まれた者を呼ぶ言葉である。東南アジア華僑華人研究では限定的な使われ方を
しており，「原住民系の民族と血統的・文化的に混血している華人」のうち，居住国
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を志向，他民族と協調的な人々を「プラナカン」とし，中国を志向し，自民族の利益
を重視するそれ以外の人々と区別された。このことがマレーシア独立後における華人
社会の亀裂の説明要因とされているが，はたして出自，文化，言語が志向性を規定す
るのであろうか。文化混血的な海峡植民地ペナンやマレーシアの華人の場合，家庭で
は福建語や広東語，潮州語などを話し，いわゆる「中国語」は学校で習うものという
ケースも少なくない。
　マレー世界におけるプラナカンとして，ジャウィ・プラナカン（JawiPeranakan）
がある。ペナンのマレー人は，マレー人・ムスリム社会において上層を占めていたア
ラブ系・インド系のムスリムを自分たちと区別してジャウィ・プカン（街のムスリ
ム）と呼ぶようになった。これに対してそのように呼ばれた人たちの中から自らを
ジャウィ・プラナカン（現地生まれのムスリム）だと名乗る人たちが現れるように
なった。在地ムスリム（マレー人）も外来ムスリムも，みな等しくジャウィ・プラナ
カン（現地生まれのムスリム）だと呼びかけるようになったが，こうした動きは，非
主流派が主流派と自分たちをともに含む形で新しい集合アイデンティティを唱える試
みとして捉えられる。こうして，「プラナカン」という概念は，主流になれないこと
を自覚し，場の状況を常に観察し，場の論理をふまえた働きかけを行う人たち，とい
う「生き方」も指すようになった。こうしたことをふまえて，この研究では，そうし
た人たちの関与によって場全体の秩序がより多元的で柔軟に構築されていく側面に着
目した。つまり，そのような人たちとしてのマレーシアの華人，また，その起源とし
ての海峡植民地ペナンの華人に注目した。
　プラナカンとしての海峡植民地ペナンの華人は，海峡植民地ペナンでは，自らの出
自が中国にあり，政治的な非主流派であること（政治的な主流派はヨーロッパ人）を
自覚していたが，清朝から中華民国までの中国における福建，広東社会では，裕福で
あるが故に犯罪に巻き込まれやすく，帰国者として非主流的な立場にあった。海峡植
民地ペナンでも中国でも，それぞれの場の論理をふまえて政治に参加し，秩序構築に
参与したが，その中心にあったのが，ペナン華人商業会議所であった。
3．ペナン華人商業会議所の政治参加：場ごとの論理をふまえた働きかけ
⑴　海峡植民地ペナン
　ペナン華人商業会議所（PenangChineseChamberofCommerce／檳城華人商務
局）の歴史は以下の通りである。
　　 1903 年設立
　　 1907 年清朝商部に登録
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　　 1913 年中華民国参議院に華僑議員を送る
　　 1923 年海峡植民地立法参事会に議員を送る
　　 1924 年ジョージタウン市政議員の推薦権を得る
　 1903 ～ 08 年頃の理事の写真が残されているが，彼らは 1850 年代～ 70 年代生まれ
で，ほとんどがペナン生まれであり，多くが英語教育を受けたが，中国系言語も操る
ことができ，マレー語を話せる者もいた。ペナンを拠点に多様な地域とつながること
で発展した彼らは，マラヤ，スマトラ，タイ南部などの地域で錫，天然ゴムを生産
し，海峡植民地に輸出した。その際，中国からの労働者の調達が事業を支える基礎と
なった。また，事業を補完するため海運業，貿易業，流通業にも進出した。
　そうした中で，ペナン華人商業会議所は海峡植民地の立法参事会に代表者を送るよ
うになった。立法参事会は官職議員と非官職議員からなり，非官職議員はヨーロッパ
人 6名，華人 1名であった。そのため，「ペナンの華人の声はシンガポールの華人に
は遠すぎて聞こえない」（1903 年 11 月，新聞への投書），「立法参事会の非官職議員
数はシンガポールのヨーロッパ人 4,000 人に 4人，華人 17 万 5,000 人に 1人，ペナン
のヨーロッパ人 1,300 人に 2人。ペナンの華人 10 万人が代表を持たないのは不公平」
（1908 年，植民地大臣への陳情）といった声が聞かれるようになった。1923 年には非
官職議員が増員され，ヨーロッパ人 7名，華人 3名，インド人 2名，マレー人 1名，
ユーラシアン（欧亜混血者）1名となり，そのうち華人枠の 1名がペナン華人商業会
議所から任命された。
　当時の海峡植民地は多民族社会であり，「ペナンのコスモポリタン的なコミュニ
ティ」（1911 年，チェッティ・コミュニティ）といった記述や，「華人にはトウケイ，
マレー人にはトゥアン，インド人にはマハラジャ・ラジャストリという敬称がふさわ
しい」（1904 年，新聞への投書）といった相手の文化に見合った対応が礼儀であると
いう声が聞かれるようになった。また，「ムスリムはあごひげを，シク人とパターン
人は結い上げた髪を誇りにしている」（1910 年，新聞への投書）として，辮髪（べん
ぱつ）は華人性の証しとされた。さらに，仏教徒，ムスリム，キリスト教徒，イギリ
ス人に加えて，華人，マレー人，インド人が「社会のすべての構成要素（allsections
ofthecommunity）」（1905 年，ペナン協会）として，固有の section として認知され
たことは，その後の枠組みにも反映されたという点で重要な意味を持った。
　また，海峡植民地では意思疎通のために民族の枠組み，ひいては中国出身者という
枠組みが活用された。マラッカ王国（15 世紀初～ 1511 年）には 4名のシャーバンダ
ル（港務長官）がおり，うち 1名が中国・琉球・チャンパ出身者を統括した。1640
年代から 1830 年代かけて，在地の支配者や植民地政府は，徴税を請け負う華人や，
資源開発を請け負って労働者を統括する華人をカピタン（統括者）に任命した。ま
た，1800 年代のペナンではイギリス東インド会社が，華人，ムスリム，ヒンドゥー
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教徒に「教会」建設用地を付与し，民族ごとの「教会」が建設された。そして，海峡
植民地では 1877 年に華人保護官が，そして 1899 年には華人諮詢局が導入された。
　『アブドゥッラー物語』は 1849 年にシンガポールで出版された自伝・回顧録であ
り，「マレー近代文学の先駆」と言われている。作者のアブドゥッラーは 1797 年マ
ラッカ生まれで，マレー，タミル，アラブの混血である。『アブドゥッラー物語』に，
以下のような内容が描かれている。
　当時（1795 ～ 1818 年）マラッカには 4人のカピタンがいた。クリン人（インド系）
のカピタン，マレー人のカピタン，華人のカピタン，キリスト教徒のカピタンがい
た。善悪をめぐる事柄は，それぞれがそれぞれのカピタンに訴えるのであった。もし
カピタンが解決できなければ，その案件はイギリス人官吏と判事に送られた後，裁判
所に送られた。したがってマラッカの国では，いかなる民族も互いに尊敬と畏敬の念
を抱いていた。
⑵　中国（清朝→中華民国）
　他方で，清朝の中国では商業会議所を通じた安全確保が図られるようになった。ペ
ナンの華人の中国における課題は，帰国時に犯罪に巻き込まれること（地方官は頼り
にならない）や，中国に逃げた債務者を追跡することであった。そうした中で，
1904 年には中国の各都市に商業会議所が設立され，清朝政府商部に直接陳情するこ
とが可能となった。また，1907 年にはペナン華人商業会議所が清朝政府に登録され，
商部（公権力）との関係だけではなく，中国の商業会議所とのネットワークが構築さ
れた。
　その後，1913 年 4 月に衆議院と参議院からなる中華民国国会が発足すると，参議
院に華僑議員 6名が参加することとなった。1913 年 2 月に北京で開催された華僑選
挙会では，世界各地の華僑代表者のなかから互選で 6名が選出され，そのうち 1人が
ペナン華人商業会議所によって推薦された人物であった。ただし，この人物はペナン
の華人というよりは，ペナンの華人を親戚にもつ中国の政治活動家であった。その背
景にあるのがその前年の「失敗」である。1912 年 5 月に開かれた福建省臨時省議会
においてペナンの華人は代表を送ることができなかった。地元の有力者を選んだもの
の，中国に行くことを嫌がったが故であった。そのため，ペナンの実力者よりも中国
に行ってくれる人が重視されるようになったのである。
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4．まとめ
　これまでの話は以下のようにまとめられる。第一に，従来は「国民としての意識」
よりも「民族の利益」が重視されたことが批判的に評価されてきたが，ペナンの華人
は固有の民族として認知されることで，社会での位置付けを確保できた。第二に，華
人性の維持に関して，これまでは「中国ナショナリズムの影響の結果である」との見
方が主流であったが，マラッカ海峡地域の文脈で形成される華人性が明らかにされ
た。さらに，「出自，文化，言語が志向性を規定する」という従来の説に対して，ペ
ナン華人商業会議所は海峡植民地でもペナンでも政治参加の拡大を試みており，主流
になれないことを自覚し，場の状況を観察し，場の論理をふまえて働きかけ，秩序の
構築に関与してきたことが明らかにされた。
　民族という枠組みを通じた政治は，1955 年以降 2008 年まで独立後のマラヤ／マ
レーシアで活用され，3つの民族政党が連立与党を形成してきた。すなわち，連盟党
（1953 年～）と国民戦線（1974 年～）である。そうした中で，個人は民族政党を通じ
て意思決定と資源・サービスの分配に参加してきた。こうした形は 2004 年まではう
まく機能してきたが，2018 年 5 月にマレーシアは独立以降，史上初の政権交代が実
現した。多民族政党の連合が勝利した結果，民族の枠組みを通じた政治は変容するこ
ととなった。他方で，民族は文化的な固有性を認める枠組みとして存続し続けてい
る。
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